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サポートされる VMWare のバージョン
Cisco ISEは次の VMwareサーバとクライアントをサポートしています。

• ESXi 5.xの VMwareバージョン 8（デフォルト）

ESXi 5.xサーバに Cisco ISEをインストールしている場合に、ゲスト OSとし
てRHEL7をサポートするには、サポートされる更新プログラムをインストー
ルする必要があります。詳細については、『VMware Compatibility Guide』を
参照してください。

（注）

• ESXi 6.xの VMwareバージョン 11（デフォルト）
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VMware vMotion のサポート
Cisco ISEでは、ライブ仮想マシン（VM）インスタンス（任意のペルソナを実行）のホスト間で
の移行を可能にする、VMware vMotion機能がサポートされます。該当の VMware vMotion機能が
機能するには、次の条件を満たす必要があります。

•共有ストレージ：VMのストレージがストレージエリアネットワーク（SAN）に存在してい
る必要があり、この SANは、移動された VMをホストする可能性があるすべての VMware
ホストからアクセスできる必要があります。

• VMFSボリュームの共有：このVMwareホストは、共有VirtualMachine File System（VMFS）
ボリュームを使用する必要があります。

•ギガビットイーサネットの相互接続：SANおよび VMwareホストは、ギガビットまたはこ
れより高速のイーサネットリンクを使用して相互接続する必要があります。

•プロセッサの互換性：互換性のある一連のプロセッサを使用する必要があります。プロセッ
サは、vMotionの互換性のために、同じベンダーとプロセッサファミリのものである必要が
あります。

オープン仮想化フォーマットのサポート
Cisco ISEはオープン仮想化フォーマット（OVF）をサポートしており、仮想マシン（VM）に
Cisco ISEをインストールし、展開するために使用できる OVAテンプレートを提供します。次の
OVAテンプレートが使用可能です。

• ISE-2.1.0xxx.xxx-virtual-SNS3415.ova：VMwareアプライアンスの仕様が SNS-3415アプライア
ンスと同等の場合は、このテンプレートを使用します。

• ISE-2.1.0.xxx.xxx-virtual-SNS3495.ova：VMwareアプライアンスの仕様がSNS-3495アプライア
ンスと同等の場合は、このテンプレートを使用します。

• ISE-2.1.0.xxx.xxx-virtual-SNS3515.ova：VMwareアプライアンスの仕様がSNS-3515アプライア
ンスと同等の場合は、このテンプレートを使用します。

• ISE-2.1.0.xxx.xxx-virtual-SNS3595.ova：VMwareアプライアンスの仕様がSNS-3595アプライア
ンスと同等の場合は、このテンプレートを使用します。

Cisco ISE OVAファイルのインストール後は、仮想マシンのハードウェアバージョンは 8で
す。Cisco ISEリリース 2.1は、仮想マシンハードウェアバージョン 8上の ESXi6でテスト済
みであり互換性があります。ただし、vMotionなどの高度な VMware機能はテストしていませ
ん。

（注）

次の表に、OVAテンプレートの予約を示します。
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CPUメモリOVA テンプレート

2300 MHz（予約なし）4 GB RAM（予約なし）

ゲストアクセスおよ

び基本的なアクセス

ポリシーフローを評

価するためには、最

低 4 GBの RAMが必
要です。pxGrid、内部
CA、SXP、デバイス
管理、パッシブアイ

デンティティサービ

スなどの高度な機能

の評価では、評価

OVAを展開した後で
VMに 16 GBの RAM
を設定することをお

勧めします。

（注）

仮想評価 OVA

8000 MHz16 GB RAM仮想 SNS-3415 OVA

16000 MHz32 GB RAM仮想 SNS-3495 OVA

12000 MHz16 GB RAM仮想 SNS-3515 OVA

16000 MHz64 GB RAM仮想 SNS-3595 OVA

仮想マシンの要件
Cisco ISEハードウェアアプライアンスと同等のパフォーマンスと拡張性を実現するには、VMware
仮想マシンに Cisco SNS 3515および 3595アプライアンスと同等のシステムリソースが割り当て
られている必要があります。
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表 1：VMware システム要件

仕様要件のタイプ

•評価：

◦クロック速度：2.0 GHz以上

◦コア数：2 CPUコア

•実稼動：

◦クロック速度：2.0 GHz以上

◦コア数：6 CPUコア（小規模）～ 8 CPUコア（大規模）

Cisco ISEはハイパースレッディングをサポートしています。可能であれ
ば、ハイパースレッディングをイネーブルにすることを推奨します。

ハイパースレッディングによってVM全体のパフォーマンスが
向上する場合にも、VMアプライアンスごとにサポートされる
スケーリング制限は変更されません。また、CPUリソースは、
論理プロセッサの数ではなく、必要な物理コアの数に基づいて

割り当てる必要があります。

（注）

CPU

•評価：

◦基本：4 GB（ゲストアクセスと基本的なアクセスポリシーフ
ローの評価用）

◦拡張：16 GB（pxGrid、内部 CA、SXP、デバイス管理、パッシ
ブアイデンティティサービスなどの高度な機能の評価用）

•実稼動：

◦小規模：16 GB

◦大規模：64 GB

メモリ
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仕様要件のタイプ

•評価：

◦最小（ラボテスト限定、エンドポイント数約 20）：100 GB

◦推奨：200 GB

•実稼動：

200GB～2TBのディスクストレージ（サイズは展開とタスクによっ
て異なります）。

VMホストサーバでは、最小速度が 10,000 RPMのハードディスク
を使用することをお勧めします。

Cisco ISEに対して仮想マシンを作成する場合は、ストレー
ジ要件を満たす単一の仮想ディスクを使用します。ディス

ク領域要件を満たしている複数の仮想ディスクを使用する

場合、インストーラがすべてのディスク領域を認識しない

可能性があります。

（注）

ハードディスク

Cisco ISE仮想アプライアンスのストレージシステムには、50 MB/秒の最
小書き込みパフォーマンスと300MB/秒の読み取りパフォーマンスが必要
です。これらのパフォーマンス基準を満たし、VMwareサーバでサポート
されているストレージシステムを展開します。

Cisco ISEは、ストレージシステムが Cisco ISEのインストール前、イン
ストール中、インストール後にこれらの最小要件を満たしているかどう

かを確認するためのさまざまな方法を提供します。詳細については、仮

想マシンのリソースおよびパフォーマンスのチェック, （9ページ）を
参照してください。

ここでは、最も広範にテストされているという理由で VMFSファイルシ
ステムを推奨しますが、上記の要件を満たせば、その他のファイルシス

テム、転送、およびメディアも導入できます。

ストレージおよび

ファイルシステム

Paravirtual（64ビット RHEL 7のデフォルト）または LSI Logic Parallel

最適なパフォーマンスと冗長性のために、キャッシュRAIDコントローラ
が推奨されます。RAID 10（1+0）などのコントローラオプションは、た
とえばRAID 5よりも全体のパフォーマンスと冗長性が優れている可能性
があります。さらに、バッテリバックアップ式コントローラキャッシュ

は書き込み操作の効率をかなり高めることができます。

ディスクコントロー

ラ
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仕様要件のタイプ

1 GBの NICインターフェイスが必要（複数の NICが推奨されます。6つ
のNICがサポートされます）。Cisco ISEは E1000およびVMXNET3アダ
プタをサポートしています。

デフォルトで正しいアダプタ順序を確保するために、E1000を
選択することをお勧めします。VMXNET3を選択した場合、ISE
のアダプタ順序と同期させるために ESXiアダプタを再マップ
しなければならない場合があります。

（注）

NIC

ESXi 5.xおよび 6.xのVMware仮想マシンのハードウェアバージョン 8以
降。

ESXi 5.xサーバにCisco ISEをインストールしている場合に、ゲ
スト OSとして RHEL 7をサポートするには、サポートされる
更新プログラムをインストールする必要があります。詳細につ

いては、『VMware Compatibility Guide』を参照してください。

（注）

VMware仮想ハード
ウェアバージョン/ハ
イパーバイザ

仮想マシンのアプライアンスサイズについての推奨事項

Cisco ISEの導入の規模を評価するとき、導入に必要なアプライアンスの数とサイズの詳細につい
ては、配置の規模およびスケーリングについての推奨事項の項を参照してください。仮想マシン

（VM）アプライアンスの仕様は、実稼働環境で動作している物理アプライアンスと同等である必
要があります。次の表に、仮想アプライアンスのサイズ調整に最低限必要なリソースとSNS-3515
または SNS-3595物理アプライアンスのリソースを比較できるように示します。

アプライアンスのリソースを割り当てる際は、次のガイドラインに留意してください。

• VMリソースを専用にし、複数の VM間で共有したりオーバーサブスクライブしないことを
強くお勧めします。OVFテンプレートを使用して Cisco ISE仮想アプライアンスを導入する
と、十分なリソースが各 VMに割り当てられます。

OVFテンプレートは Linux KVMには適用できません。OVFテンプレートは
VMware仮想マシンに対してのみ使用できます。

（注）

• VMのポリシーサービスノードは管理またはモニタリングノードよりも少ないディスク領
域で導入できます。すべての実稼働 Cisco ISEノードの最小ディスク領域は 200 GBです。各
種 Cisco ISEノードとペルソナに必要なディスク領域の詳細については、ディスク領域に関
する要件, （7ページ）を参照してください。

• VMは 1～ 6つの NICを使用して設定できます。2つ以上の NICを使用できるようにするこ
とをお勧めします。追加のインターフェイスは、プロファイリングやゲストサービス、

RADIUSなどのさまざまなサービスをサポートするために使用できます。
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表 2：実稼働環境向けの VM アプライアンスの最低仕様

大規模 VM アプライアンス
（SNS-3595 ベース）

小規模 VM アプライアンス
（SNS-3515 ベース）

プラットフォーム

合計 8コア（2.0 GHz以上）
または合計16000MHzの最小
CPU割り当て。

合計 6コア（2.0 GHz以上）また
は合計 12000 MHzの最小 CPU割
り当て。

プロセッサ

64 GB16 GBメモリ

200 GB～ 2 TB。詳細につい
ては、ディスク領域に関する

要件, （7ページ）を参照し
てください。

200 GB～ 2 TB。詳細について
は、ディスク領域に関する要件,
（7ページ）を参照してくださ
い。

合計ディスク領域

最大6つのギガビットイーサ
ネット NIC

最大6つのギガビットイーサネッ
ト NIC

イーサネット NIC

ディスク領域に関する要件

次の表に、実稼働導入で仮想マシンを実行するために推奨されるCisco ISEディスク領域の割り当
てを示します。

表 3：仮想マシンに推奨されるディスク領域

実稼働環境用に推

奨されるディスク

領域

最大ディスク

領域

最小ディスク

領域

ISE ペルソナ

600 GB～ 2 TB2 TB200 GBスタンドアロン ISE

250～ 300 GB2 TB200 GB分散型 ISE：管理のみ

600 GB～ 2 TB2 TB200 GB分散型 ISE：モニタリングのみ

200 GB2 TB200 GB分散型 ISE：ポリシーサービスのみ

600 GB～ 2 TB2 TB200 GB分散型 ISE：管理およびモニタリング

600 GB～ 2 TB2 TB200 GB分散 ISE：管理、モニタリング、およびポ
リシーサービス
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ディスク領域に関するガイドライン

Cisco ISEのディスク容量を決定するときは、次のガイドラインに留意してください。

• Cisco ISE VMに割り当てることができるディスク領域は最高で 2 TBのみです。

• Cisco ISEは、仮想マシンの単一のディスクにインストールする必要があります。

•ディスク割り当ては、ロギングの保持要件によって異なります。モニタリングペルソナが有
効になっている任意のノードでは、VMディスク領域の 30パーセントが RADIUSログスト
レージ用に割り当てられます。25,000のエンドポイントがある展開では、1日あたり約 1 GB
のログが生成されます。

たとえば、600 GBの VMディスク領域があるモニタリングノードがある場合、180 GBがロ
グストレージ用に割り当てられます。100,000のエンドポイントが毎日このネットワークに
接続する場合、1日あたり約4GBのログが生成されます。この場合、リポジトリに古いデー
タを転送し、モニタリングデータベースからそのデータをパージすれば、モニタリングノー

ドのログを 38日を保存することができます。

追加のログストレージ用に、VMディスク領域を増やすことができます。追加するディスクス
ペースの 100 GBごとに、ログストレージ用に 30 GBが追加されます。要件に応じて、最大 2 TB
のログストレージ分 VMディスクサイズを増やすことができます。

仮想マシンのディスクサイズを増やす場合、アップグレードを実行する必要はありませんが、仮

想マシン上で Cisco ISEの新規インストールを実行してください。

表 4-4に、割り当てられたディスク領域とネットワークに接続するエンドポイントの数に基づい
て、モニタリングノードでログを保持できる日数を示します。数値はログの抑制と異常クライア

ント検出が有効になっていることに基づいています。

次の表に、RADIUSログストレージのデータを示します。モニタリングノードの VMディス
ク領域の 30パーセントが RADIUSログの保存に割り当てられ、20パーセントが TACACSロ
グ用に割り当てられます。

（注）

表 4：モニタリングノードに RADIUS ログが保存される日数

2048 GB1024 GB600 GB400 GB200 GBエンドポイント数

1,28964537825212610,000

6453231891266320,000

430215126845430,000

32316295633240,000

25812976512650,000
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2048 GB1024 GB600 GB400 GB200 GBエンドポイント数

12965382613100,000

864326179150,000

653319137200,000

522616116250,000

仮想マシンのリソースおよびパフォーマンスのチェック
仮想マシンにCisco ISEをインストールする前に、インストーラによって、仮想マシンの利用可能
なハードウェアリソースと推奨される仕様を比較することで、ハードウェアの整合性チェックが

行われます。

VMリソースのチェック中、インストーラは、ハードディスク領域、VMに割り当てられた CPU
コアの数、CPUクロック速度、およびVMに割り当てられたRAMをチェックします。VMリソー
スが基本評価仕様を満たさない場合、インストールは中断されます。このリソースチェックは、

ISOベースのインストールにのみ適用されます。

セットアッププログラムを実行すると、VMパフォーマンスチェックが実行され、インストーラ
がディスク I/Oパフォーマンスをチェックします。ディスク I/Oパフォーマンスが推奨される仕様
を満たさない場合、警告が画面に表示されますが、インストールを続行できます。このパフォー

マンス検証チェックは、ISOベースおよび OVA（VMware）インストールに適用されます。

VMパフォーマンスチェックは定期的に（毎時）実行され、結果は 1日で平均されます。ディス
ク I/Oパフォーマンスが推奨される仕様を満たさない場合、アラームが生成されます。

VMパフォーマンスチェックは、show tech-supportコマンドを使用して Cisco ISE CLIからオン
デマンドで実行することもできます。

VMのリソースおよびパフォーマンスのチェックは Cisco ISEのインストールとは無関係に実行で
きます。このテストは Cisco ISE起動メニューから実行できます。

show tech support コマンドを使用したオンデマンドの仮想マシンパ
フォーマンスチェック

CLIから show tech-supportコマンドを実行して、VMのパフォーマンスをいつでもチェックでき
ます。このコマンドの出力は次のようになります。

ise-vm123/admin# show tech | begin "disk IO perf"
Measuring disk IO performance
*****************************************
Average I/O bandwidth writing to disk device: 48 MB/second
Average I/O bandwidth reading from disk device: 193 MB/second
WARNING: VM I/O PERFORMANCE TESTS FAILED!
WARNING: The bandwidth writing to disk must be at least 50 MB/second,
WARNING: and bandwidth reading from disk must be at least 300 MB/second.
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WARNING: This VM should not be used for production use until disk
WARNING: performance issue is addressed.
Disk I/O bandwidth filesystem test, writing 300 MB to /opt:
314572800 bytes (315 MB) copied, 7.81502 s, 40.3 MB/s
Disk I/O bandwidth filesystem read test, reading 300 MB from /opt:
314572800 bytes (315 MB) copied, 0.416897 s, 755 MB/s

Cisco ISE 起動メニューからの仮想マシンリソースのチェック
Cisco ISEのインストールとは無関係に、起動メニューから仮想マシンのリソースをチェックでき
ます。

次のように、CLIトランスクリプトが表示されます。

Cisco ISE Installation (Serial Console)
Cisco ISE Installation (Keyboard/Monitor)
System Utilities (Serial Console)
System Utilities (Keyboard/Monitor)

矢印キーを使用して [システムユーティリティ（シリアルコンソール）（System Utilities (Serial
Console)）]または [システムユーティリティ（キーボード/モニタ）（System Utilities
(Keyboard/Monitor)）]を選択して、Enterキーを押します。次の画面が表示されます。

Available System Utilities:

[1] Recover administrator password
[2] Virtual Machine Resource Check
[3] Perform System Erase
[q] Quit and reload

Enter option [1 - 3] q to Quit

VMリソースをチェックするには、2を入力します。次のような出力が表示されます。
*****
***** Virtual Machine host detected…
***** Hard disk(s) total size detected: 322 Gigabyte
***** Physical RAM size detected: 40443664 Kbytes
***** Number of network interfaces detected: 1
***** Number of CPU cores: 2
***** CPU Mhz: 2300.00
***** Verifying CPU requirement…
***** Verifying RAM requirement…
***** Writing disk partition table…

Cisco ISE 評価版ソフトウェアの入手
Cisco ISE評価版ソフトウェア（R-ISE-EVAL-K9=）を入手するには、シスコのアカウントチーム
または認定されたシスコチャネルパートナーにお問い合わせください。

評価システムから完全ライセンスを持つ実稼働環境のシステムにCisco ISE設定を移行するには、
次のタスクを実行する必要があります。

•評価版の設定をバックアップする。

•実稼働VMに必要なディスク領域があることを確認する。詳細については、配置の規模およ
びスケーリングについての推奨事項を参照してください。
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•実稼働の導入ライセンスをインストールする。

•実稼働システムに設定を復元する。

評価の場合、VMに対するハードディスクの最小の割り当て要件は 200 GBです。より多くの
ユーザをサポートする実稼働環境に VMを移動する場合は、Cisco ISEインストールを必ず推
奨される最小ディスクサイズ以上（最大許容サイズは 2 TB）に再設定してください。

（注）

はじめる前に

評価目的で、VM要件に準拠したサポート対象のVMにCisco ISEをインストールできます。Cisco
ISEを評価する場合は、VMのディスク領域を少なく設定できますが、最低 200 GBのディスク領
域を割り当てることは必要です。

ステップ 1 http://www.cisco.com/go/iseにアクセスします。このリンクにアクセスするには、有効な Cisco.comログイ
ンクレデンシャルが事前に必要です。

ステップ 2 [ソフトウェアダウンロード（Download Software for this Product）]をクリックします。
ソフトウェアイメージには、90日間の評価ライセンスがすでにインストールされた状態で付属している
ため、インストールおよび初期設定が完了すると、すべての Cisco ISEサービスの評価を開始できます。

仮想マシンへの Cisco ISE のインストール
次のいずれかの方法で、VMに Cisco ISEをインストールできます。Cisco ISE OVAテンプレート
をダウンロードし、展開することをお勧めします。

• OVAテンプレートを使用した仮想マシンへの Cisco ISEの展開 , （11ページ）

• ISOファイルを使用した仮想マシンへの Cisco ISEのインストール, （12ページ）

• Cisco ISE仮想マシンの複製, （21ページ）

OVA テンプレートを使用した仮想マシンへの Cisco ISE の展開
OVAテンプレートを使用して仮想マシンに Cisco ISEソフトウェアをインストールし、展開する
ことができます。Cisco.comから OVAテンプレートをダウンロードします。
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はじめる前に

OVAテンプレートを使用して仮想マシンに Cisco ISEソフトウェアをインストールし、展開する
ことができます

ステップ 1 [VMware vSphere]クライアントを開きます。

ステップ 2 VMwareホストにログインします。

ステップ 3 VMware vSphere Clientから [ファイル（File）] > [OVAテンプレートを展開（Deploy OVF Template）]の順
に選択します。

ステップ 4 [参照（Browse）]をクリックして OVAテンプレートを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [OVAテンプレート詳細（OVF Template Details）]ページの詳細を確認し、[次へ（Next）]をクリックしま
す。

ステップ 6 一意に識別するために仮想マシンの名前を [名前および場所（Name and Location）]ページに入力し、[次
へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 OVAをホストするデータストアを選択します。

ステップ 8 [ディスクフォーマット（Disk Format）]ページの [シックプロビジョニング（Thick Provision）]オプショ
ンボタンをクリックし、[次へ（Next）]をクリックします。
Cisco ISEは、シックプロビジョニングとシンプロビジョニングの両方をサポートします。ただし、特に
モニタリングノードでは、パフォーマンスを高めるために、シックプロビジョニングを選択することを

お勧めします。シンプロビジョニングを選択した場合は、最初のディスク拡張中に、より多くのディスク

領域が必要なアップグレード、バックアップと復元、デバッグロギングなどの操作に影響が出ることがあ

ります。

ステップ 9 [完了前の確認（Ready to Complete）]ページの情報を確認します。[展開後に電源投入（Power on after
deployment）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 10 [終了（Finish）]をクリックします。

関連トピック

仮想マシンの要件, （3ページ）

仮想マシンのアプライアンスサイズについての推奨事項, （6ページ）
オープン仮想化フォーマットのサポート, （2ページ）

ISO ファイルを使用した仮想マシンへの Cisco ISE のインストール
ISOファイルを使用して VMに Cisco ISEをインストールするには：

はじめる前に

•この章で指定されている要件に従ってVMリソースを読み取り、割り当てていることを確認
します。
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• VMware ESXiサーバを設定するための前提条件, （13ページ）セクションを必ず読みます。

• Cisco.comから Cisco ISE ISOイメージをダウンロードします。

ステップ 1 VMwareサーバを設定します。VMwareサーバの設定, （17ページ）を参照してください。

ステップ 2 ソフトウェア DVDから起動するように VMwareシステムを設定します。VMwareシステムを Cisco ISEソ
フトウェア DVDから起動するための設定, （19ページ）を参照してください。

ステップ 3 VMに Cisco ISEソフトウェアをインストールします。セットアッププログラムの実行を参照してくださ
い。

関連トピック

仮想マシンの要件, （3ページ）

仮想マシンのアプライアンスサイズについての推奨事項, （6ページ）
仮想マシンへの Cisco ISE ISOインストールが失敗する, （21ページ）

VMware ESXi サーバを設定するための前提条件
VMware ESXiサーバを設定する前に、この項に記載されている次の設定の前提条件を確認してく
ださい。

•管理者権限を持つユーザ（rootユーザ）としてESXiサーバにログインする必要があります。

• Cisco ISEは 64ビットシステムです。64ビットシステムをインストールする前に、仮想化
テクノロジー（VT）がESXiサーバで有効になっていることを確認してください。ゲストオ
ペレーティングシステムのタイプが Red Hat Enterprise Linux 7（64ビット）に設定されてい
ることも確認する必要があります。

• Red Hat Enterprise Linux 7の場合、デフォルトの NICタイプは、VMXNET3アダプタです。
Cisco ISE仮想マシン用に最大 6つの NICを追加できますが、すべての NICに対して必ず同
じアダプタを選択するようにしてください。Cisco ISEはE1000アダプタをサポートします。
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ネットワークアダプタとしてデフォルトネットワークドライバ（VMXNET3）
を選択した場合は、物理アダプタのマッピングを確認します。以下の表に示

すように、ESXiサーバで 4番目のインターフェイス（NIC 4）に Cisco ISE
GigabitEthernet 0インターフェイスをマッピングすることを確認します。

VMXNET3E1000Cisco ISEADE-OS

（注）

41GE0eth0

12GE1eth1

23GE2eth2

34GE3eth3

55GE4eth4

66GE5eth5

E1000アダプタを選択すると、デフォルトで、ESXiアダプタおよび Cisco ISE
アダプタが正しくマッピングされます。

• VMware仮想マシンディスク領域の推奨量を割り当てていることを確認してください。詳細
については、「ディスク領域に関する要件, （7ページ）」を参照してください。

• VMware Virtual Machine File System（VMFS）を作成していない場合は、Cisco ISE仮想アプラ
イアンスをサポートするために作成する必要があります。VMFSは、VMwareホスト上に設
定されたストレージボリュームごとに設定されます。VMFS5では、1 MBのブロックサイ
ズは最大で 2 TBの仮想ディスクサイズをサポートします。

仮想化テクノロジーのチェック

すでに ESXiサーバをインストールしている場合は、マシンを再起動せずに、VTが有効かどうか
を確認できます。これを行うには、esxcfg-infoコマンドを使用します。次に例を示します。

~ # esxcfg-info |grep "HV Support"
|----HV Support............................................3
|----World Command Line.................................grep HV Support

HVサポートの値が 3の場合、VTは ESXiサーバで有効であるため、インストールに進むことが
できます。

HVサポートの値が 2の場合、VTはサポートされていますが、ESXiサーバで有効になっていませ
ん。BIOS設定を編集し、サーバで VTを有効にする必要があります。
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ESXi サーバの仮想化テクノロジーの有効化

Cisco ISE仮想マシンの以前のバージョンをホストするために使用したものと同じハードウェアを
再利用できます。ただし、最新のリリースをインストールする前に、ESXiサーバで仮想化テクノ
ロジー（VT）を有効にする必要があります。

ステップ 1 アプライアンスをリブートします。

ステップ 2 F2を押して、セットアップを開始します。

ステップ 3 [詳細設定（Advanced）] > [プロセッサの設定（Processor Configuration）]の順に選択します。

ステップ 4 [Intel(R) VT]を選択して、有効にします。

ステップ 5 変更を保存し、終了するには、F10を押します。

Cisco ISE プロファイラサービスに対する VMware サーバインターフェイスの設定

VMwareサーバインターフェイスを、スイッチポートアナライザ（SPAN）またはミラー化され
たトラフィックの Cisco ISEプロファイラサービスの専用プローブインターフェイスへの収集を
サポートするように設定します。

ステップ 1 [設定（Configuration）] > [ネットワーキング（Networking）] > [プロパティ（Properties）] > [VMNetwork]
（VMwareサーバインスタンスの名前） > [VMswitch0]（VMware ESXiサーバインターフェイスの 1つ）
> [プロパティ（Properties）] > [セキュリティ（Security）]の順に選択します。

ステップ 2 [セキュリティ（Security）] タブの [ポリシー例外（Policy Exceptions）]ペインで [プロミスキャスモード
（Promiscuous Mode）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [プロミスキャスモード（PromiscuousMode）]ドロップダウンリストで、[承認（Accept）]を選択し、[OK]
をクリックします。

SPANまたはミラー化されたトラフィックのプロファイラデータ収集に使用する他の VMware ESXiサー
バインターフェイスで同じ手順を繰り返して行ってください。
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シリアルコンソールを使用した VMware サーバへの接続

ステップ 1 特定の VMwareサーバ（たとえば ISE-120）の電源をオフにします。

ステップ 2 VMwareサーバを右クリックし、[編集（Edit）]を選択します。

ステップ 3 [ハードウェア（Hardware）]タブで [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [シリアルポート（Serial Port）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [シリアルポート出力（Serial Port Output）]領域で、[ホストの物理シリアルポートを使用（Use physical
serial port on the host）]または [ネットワーク経由で接続（Connect via Network）]オプションボタンを使用
して、[次へ（Next）]をクリックします。

• [ネットワーク経由で接続（Connect via Network）]オプションを選択した場合は、ESXiサーバ上の
ファイアウォールポートを開く必要があります。

• [ホストの物理シリアルポートを使用（Use physical serial port on the host）]を選択する場合は、ポー
トを選択します。次の 2つのいずれかのオプションを選択できます。

◦ /dev/ttyS0（DOSまたはWindowsオペレーティングシステムで、これは COM1として表示され
ます）。

◦ /dev/ttyS1（DOSまたはWindowsオペレーティングシステムで、これは COM2として表示され
ます）。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [デバイスステータス（Device Status）]領域で、適切なチェックボックスをオンにします。デフォルトは
[接続済み（Connected）]です。

ステップ 8 VMwareサーバに接続するには、[OK]をクリックします。
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VMware サーバの設定

はじめる前に

VMware ESXiサーバを設定するための前提条件, （13ページ）セクションの詳細を必ず読みま
す。

ステップ 1 ESXiサーバにログインします。

ステップ 2 VMware vSphere Clientの左側のペインで、ホストコンテナを右クリックして、[新規仮想マシン（New
Virtual Machine）]を選択します。

ステップ 3 [設定（Configuration）]ダイアログボックスで、VMware設定に [カスタム（Custom）]を選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 4 VMwareシステムの名前を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。
VMwareホストに使用するホスト名を使用しま
す。

ヒント

ステップ 5 推奨される使用可能な領域があるデータストアを選択し [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 （オプション）VMホストまたはクラスタが複数の VMware仮想マシンバージョンをサポートする場合
は、[Virtual Machine Version 7]などの仮想マシンバージョンを選択して、[次へ（Next）]をクリックしま
す。

ステップ 7 [バージョン（Version）]ドロップダウンリストから、[Linux]および [Red Hat Enterprise Linux 7]を選択し
ます。

ステップ 8 [仮想ソケット数（Number of virtual sockets）]および [仮想ソケットあたりのコア数（Number of cores per
virtual socket）]ドロップダウンリストで、値を選択します。コアの総数は 6（小型VMアプライアンス）
または 8（大型 VMアプライアンス）にする必要があります。
（オプション：一部の ESXiサーバのバージョンに表示されます。[仮想プロセス数（Number of virtual
processors）]のみが表示される場合は、[6]または [8]を選択します。）

ステップ 9 メモリ容量を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [E1000]NICドライバを [アダプタ（Adapter）]ドロップダウンリストから選択し、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

[SCSIコントローラ（SCSI Controller）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 11 SCSIコントローラに [準仮想化（Paravirtual）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 [新規仮想化ディスクの作成（Create a new virtual disk）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 13 [ディスクプロビジョニング（DiskProvisioning）]ダイアログボックスで、[シックプロビジョニング（Thick
Provision）]オプションボタンをクリックし、[次へ（Next）]をクリックして続行します。
Cisco ISEは、シックプロビジョニングとシンプロビジョニングの両方をサポートします。ただし、特に
モニタリングノードでは、パフォーマンスを高めるために、シックプロビジョニングを選択することを

お勧めします。シンプロビジョニングを選択した場合は、最初のディスク拡張中に、より多くのディスク

領域が必要なアップグレード、バックアップと復元、デバッグロギングなどの操作に影響が出ることがあ

ります。
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ステップ 14 [耐障害性などのクラスタリング機能をサポート（Support clustering features such as Fault Tolerance）]チェッ
クボックスの選択を解除します。

ステップ 15 詳細オプションを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 16 新しく作成された VMwareシステムの名前、ゲスト OS、CPU、メモリ、およびディスクサイズなどの設
定の詳細を確認します。次の値が表示されるはずです。

• [ゲスト OS（Guest OS）]：[Red Hat Enterprise Linux 7]

• [CPU]：6

• [メモリ（Memory）]：[16 GB]または [16384 MB]

• [ディスクサイズ（Disk Size）]：VMwareディスク領域の推奨事項に基づいて、200 GB～ 2 TB

仮想マシンでの Cisco ISEのインストールを正常に行うには、このマニュアルに記載されている推奨事項
に必ず従ってください。

ステップ 17 [終了（Finish）]をクリックします。
これで、VMwareシステムがインストールされました。

次の作業

新しく作成された VMwareシステムをアクティブにするには、VMwareクライアントのユーザイ
ンターフェイスの左側のペインで [VM]を右クリックして、[電源（Power）] > [電源オン（Power
On）]を選択します。

仮想マシン電源オン起動遅延設定の延長

VMware仮想マシンでは、起動遅延はデフォルトで 0に設定されています。この起動遅延を変更
して、起動オプション（例：管理者パスワードの再設定）を選択できるようにすることができま

す。

ステップ 1 vSphere Clientから、VMを右クリックして [設定の編集（Edit Settings）]を選択します。

ステップ 2 [オプション（Options）]タブをクリックします。

ステップ 3 [詳細設定（Advanced）] > [起動オプション（Boot Options）]を選択します。

ステップ 4 [電源オン起動遅延（PoweronBootDelay）]領域で、起動処理を遅延させる時間（ミリ秒）を選択します。

ステップ 5 [強制 BIOS設定（Force BIOS Setup）]領域のチェックボックスをオンにして、次回の VM起動時に BIOS
設定画面を表示します。

ステップ 6 [OK]をクリックして変更を保存します。
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VMware システムを Cisco ISE ソフトウェア DVD から起動するための設定
VMwareシステムを設定すると、Cisco ISEソフトウェアをインストールする準備ができる状態に
なります。DVDから Cisco ISEソフトウェアをインストールするには、DVDからブートするよう
に VMwareシステムを設定する必要があります。このためには、仮想 DVDドライブを使用して
VMwareシステムを設定する必要があります。

はじめる前に

Cisco ISE ISOをダウンロードし、その ISOイメージを DVDに書き込み、Cisco ISEを仮想マシン
にインストールするために使用する必要があります。

ステップ 1 VMwareクライアントで、新たに作成したVMwareシステムを強調表示して、[仮想マシン設定の編集（Edit
Virtual Machine Settings）]を選択します。

ステップ 2 [仮想マシンのプロパティ（Virtual Machine Properties）]ダイアログボックスで、[CD/DVDドライブ 1
（CD/DVD Drive 1）]を選択します。

ステップ 3 [ホストデバイス（Host Device）]オプションボタンをクリックし、ドロップダウンリストからDVDホス
トデバイスを選択します。

ステップ 4 [電源投入時に接続（Connect at power on）]オプションを選択し、[OK]をクリックして設定を保存します。
これで、VMware ESXiサーバのDVDドライブを使用して、Cisco ISEソフトウェアをインストールできる
ようになりました。

次の作業

このタスクを完了した後、VMwareクライアントユーザインターフェイスで [コンソール
（Console）]タブをクリックし、左側のペインで、[VM]を右クリックし、[電源（Power）]、[リ
セット（Reset）]の順に選択して VMwareシステムを再起動します。

VMware システムへの Cisco ISE ソフトウェアのインストール

はじめる前に

•インストール後に、永続ライセンスをインストールしない場合、Cisco ISEは自動的に最大
100エンドポイントをサポートする 90日間の評価ライセンスをインストールします。
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• Cisco ISEソフトウェアを Ciscoソフトウェアのダウンロードサイト（http://www.cisco.com/
en/US/products/ps11640/index.html）からダウンロードし、DVDに書き込みます。Cisco.comク
レデンシャルの提供が求められます。

ステップ 1 VMwareクライアントにログインします。

ステップ 2 仮想マシンをBIOSセットアップモードにするために、VMを右クリックして [設定を編集（Edit Settings）]
をクリックします。

ステップ 3 [オプション（Options）]タブをクリックします。

ステップ 4 [ブートオプション（Boot Options）]を選択し、次のオプションを設定します。
a) [強制 BIOS設定（Force BIOS Setup）]領域で、[仮想マシンの起動時に BIOS設定画面に入る（enter the

BIOS setup screen when the virtual machine boots）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [OK] をクリックします。

ステップ 6 協定世界時（UTC）および正しいブート順序が BIOSに設定されていることを確認します。
a) 仮想マシンの電源がオンになっている場合は、システムの電源をオフにします。
b) 仮想マシンの電源をオンにします。
システムが BIOSセットアップモードになります。

c) [メイン BIOS（Main BIOS）]メニューで、矢印キーを使用して [日付および時刻（Date and Time）]
フィールドに移動し、Enterを押します。

d) UTC/グリニッジ標準時（GMT）タイムゾーンを入力します。
このタイムゾーンの設定により、導入環境におけるさまざまなノードからのレポート、ログ、および

ポスチャエージェントのログファイルが、タイムスタンプで常に同期されるようになります。

e) 矢印キーを使用して [ブート（Boot）]メニューに移動し、Enterを押します。
f) 矢印キーを押して、[CD-ROMドライブ（CD-ROM Drive）]を選択し、+を押して CD-ROMドライブ
を順序の先頭に移動します。

g) 矢印キーを使用して [終了（Exit）]メニューに移動し、[変更を保存して終了（Exit Saving Changes）]
を選択します。

h) [Yes]を選択して変更を保存し、終了します。

ステップ 7 Cisco ISEソフトウェア DVDを VMware ESXiホストの CD/DVDドライブに挿入して、仮想マシンをオン
にします。

DVDの起動時、コンソールには次のように表示されます。

Cisco ISE Installation (Serial Console)
Cisco ISE Installation (Keyboard/Monitor)
System Utilities (Serial Console)
System Utilities (Keyboard/Monitor)

ステップ 8 矢印キーを使用して [Cisco ISEのインストール（シリアルコンソール）（Cisco ISE Installation (Serial
Console)）]または [システムユーティリティ（キーボード/モニタ）（SystemUtilities (Keyboard/Monitor)）]
を選択して、Enterキーを押します。シリアルコンソールオプションを選択する場合は、仮想マシンでシ
リアルコンソールをセットアップしておく必要があります。コンソールの作成方法については、VMware
vSphereに関するドキュメントを参照してください。

   Cisco Identity Services Engine リリース 2.1 インストールガイド
20

VMware 仮想マシンへの ISE のインストール
ISO ファイルを使用した仮想マシンへの Cisco ISE のインストール

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11640/index.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps11640/index.html
https://pubs.vmware.com/vsphere-50/index.jsp#com.vmware.vsphere.vm_admin.doc_50_Connect_42_/pubs.vmware.com/vsphere-50/index.jsp#com.vmware.vsphere.vm_admin.doc_50/GUID-95F75E85-1944-4FE7-A909-66E920682312.html
https://pubs.vmware.com/vsphere-50/index.jsp#com.vmware.vsphere.vm_admin.doc_50_Connect_42_/pubs.vmware.com/vsphere-50/index.jsp#com.vmware.vsphere.vm_admin.doc_50/GUID-95F75E85-1944-4FE7-A909-66E920682312.html


インストーラが、VMwareシステムへのCiscoISEソフトウェアのインストールを開始します。インストー
ルプロセスが完了するまで、20分かかります。インストールプロセスが終了すると、仮想マシンは自動
的に再起動されます。VMの再起動時に、コンソールに次のように表示されます。
Type 'setup' to configure your appliance
localhost:

ステップ 9 システムプロンプトで、setupと入力し、Enterを押します。
セットアップウィザードが表示され、ウィザードに従って初期設定を実行します。

仮想マシンへの Cisco ISE ISO インストールが失敗する
仮想マシンへの Cisco ISEの新規インストールが失敗し、ネットワークアダプタとしてデフォル
トネットワークドライバ（VMXNET3）を選択している場合は、物理アダプタのマッピングを確
認します。ESXiで 6番目のインターフェイス（NIC 6）にCisco ISEGigabitEthernet 0インターフェ
イスをマッピングすることを確認します。回避策は、ネットワークアダプタとして E1000ドライ
バを使用することです。

Cisco ISE 仮想マシンの複製
Cisco ISE VMware仮想マシン（VM）を複製し、Cisco ISEノードの厳密なレプリカを作成するこ
とができます。たとえば、複数のポリシーサービスノード（PSN）を使用した分散導入環境で、
VMの複製は PSNを迅速かつ効率的に導入するのに役立ちます。PSNをそれぞれ別個にインス
トールして設定する必要はありません。

テンプレートを使用して Cisco ISE VMを複製することもできます。

はじめる前に

•複製する Cisco ISE VMを確実にシャットダウンします。vSphere Clientで、複製する Cisco
ISE VMを右クリックし、[電源（Power）] > [ゲストをシャットダウン（Shut Down Guest）]
を選択します。

•複製されたマシンの IPアドレスとホスト名を変更したことを確認してから、そのマシンの電
源を入れて、ネットワークに接続します。

ステップ 1 管理者権限を持つユーザ（rootユーザ）として ESXiサーバにログインします。

ステップ 2 複製する Cisco ISE VMを右クリックし、[複製（Clone）]をクリックします。

ステップ 3 [名前および場所（NameandLocation）]ダイアログボックスに作成する新しいマシンの名前を入力し、[次
へ（Next）]をクリックします。
これは、新しく作成する Cisco ISE VMのホスト名ではなく、参照のための説明となる名前です。
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ステップ 4 新しい Cisco ISE VMを実行するホストまたはクラスタを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 作成している新しい Cisco ISE VM用のデータストアを選択して、[次へ（Next）]をクリックします。
このデータストアは、ESXiサーバ上のローカルデータストアまたはリモートストレージの場合がありま
す。データストアに十分なディスク領域があることを確認します。

ステップ 6 [ディスクフォーマット（Disk Format）]ダイアログボックスで [ソースと同じフォーマット（Same format
as source）]オプションボタンをクリックし、[次へ（Next）]をクリックします。
このオプションは、この新しいマシンの複製元であるCisco ISEVMで使用されているのと同じフォーマッ
トをコピーします。

ステップ 7 [ゲストのカスタマイズ（Guest Customization）]ダイアログボックスで [カスタマイズしない（Do not
customize）]オプションボタンをクリックし、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [終了（Finish）]をクリックします。

次の作業

•複製された仮想マシンの IPアドレスおよびホスト名の変更

•複製された Cisco仮想マシンのネットワークへの接続

関連トピック

仮想マシンの要件, （3ページ）

仮想マシンのアプライアンスサイズについての推奨事項, （6ページ）

テンプレートを使用した Cisco ISE 仮想マシンの複製
vCenterを使用している場合は、VMwareテンプレートを使用して、Cisco ISE仮想マシン（VM）
を複製できます。テンプレートにCisco ISEノードを複製し、そのテンプレートを使用して、複数
の新しい Cisco ISEノードを作成できます。テンプレートを使用した仮想マシンの複製は、次の 2
つのステップで構成される手順です。

ステップ 1 仮想マシンテンプレートの作成, （23ページ）

ステップ 2 仮想マシンテンプレートの導入, （23ページ）
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仮想マシンテンプレートの作成

はじめる前に

•複製する Cisco ISE VMを確実にシャットダウンします。vSphere Clientで、複製する Cisco
ISE VMを右クリックし、[電源（Power）] > [ゲストをシャットダウン（Shut Down Guest）]
を選択します。

•テンプレートは、インストールしたばかりでセットアッププログラムを実行していないCisco
ISE VMから作成することをお勧めします。これにより、IPアドレスおよびホスト名を個別
に作成し、設定した Cisco ISEの各ノードでセットアッププログラムをそれぞれ実行できる
ようになります。

ステップ 1 管理者権限を持つユーザ（rootユーザ）として ESXiサーバにログインします。

ステップ 2 複製する Cisco ISE VMを右クリックし、[複製（Clone）] > [テンプレートに複製（Clone to Template）]を
選択します。

ステップ 3 テンプレートの名前を入力し、[名前および場所（Name and Location）]ダイアログボックスでテンプレー
トを保存する場所を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 テンプレートを保存する ESXiホストを選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 テンプレートを保存するデータストアを選択して、[次へ（Next）]をクリックします。
このデータストアに必要なディスク領域があることを確認します。

ステップ 6 [ディスクフォーマット（Disk Format）]ダイアログボックスで [ソースと同じフォーマット（Same format
as source）]オプションボタンをクリックし、[次へ（Next）]をクリックします。
[完了前の確認（Ready to Complete）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 7 [終了（Finish）]をクリックします。

仮想マシンテンプレートの導入

仮想マシンテンプレートを作成したら、他の仮想マシン（VM）に導入できます。

ステップ 1 作成したCisco ISEVMテンプレートを右クリックして、[このテンプレートから仮想マシンを展開（Deploy
Virtual Machine from this template）]を選択します。

ステップ 2 新しい Cisco ISEノードの名前を入力し、[名前および場所（Name and Location）]ダイアログボックスで
ノードの場所を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 新しい Cisco ISEノードを保存する ESXiホストを選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 新しい Cisco ISEに使用するデータストアを選択して、[次へ（Next）]をクリックします。
このデータストアに必要なディスク領域があることを確認します。
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ステップ 5 [ディスクフォーマット（Disk Format）]ダイアログボックスで [ソースと同じフォーマット（Same format
as source）]オプションボタンをクリックし、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [ゲストのカスタマイズ（Guest Customization）]ダイアログボックスで [カスタマイズしない（Do not
customize）]オプションボタンをクリックします。
[完了前の確認（Ready to Complete）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 7 [仮想ハードウェアの編集（Edit Virtual Hardware）]チェックボックスをオンにして、[続行（Continue）]
をクリックします。

[仮想マシンのプロパティ（Virtual Machine Properties）]ページが表示されます。

ステップ 8 [ネットワークアダプタ（Network Adapter）]を選択し、[接続済み（Connected）]チェックボックスおよ
び [電源投入時に接続（Connect at power on）]チェックボックスをオフにして、[OK]をクリックします。

ステップ 9 [終了（Finish）]をクリックします。
この Cisco ISEノードの電源を投入し、IPアドレスとホスト名を設定し、ネットワークに接続できるよう
になりました。

次の作業

•複製された仮想マシンの IPアドレスおよびホスト名の変更

•複製された Cisco仮想マシンのネットワークへの接続

複製された仮想マシンの IP アドレスおよびホスト名の変更
Cisco ISE仮想マシン（VM）を複製したら、そのマシンの電源を入れて、IPアドレスとホスト名
を変更する必要があります。

はじめる前に

• Cisco ISEノードがスタンドアロン状態であることを確認します。

•新しく複製された Cisco ISE VMに電源を入れるときに、このマシンにネットワークアダプ
タが接続されていないことを確認します。[接続済み（Connected）]および [電源投入時に接
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続（Connect at power on）]チェックボックスをオフにします。オフにしない場合、このノー
ドが起動すると、複製元のマシンと同じ IPアドレスが使用されます。

図 1：ネットワークアダプタの接続解除

•新しく複製された VMマシンの電源を入れたらすぐに、このマシン用に設定する IPアドレ
スとホスト名があることを確認します。この IPアドレスおよびホスト名のエントリは DNS
サーバにある必要があります。ノードのホスト名として「localhost」を使用することはでき
ません。

•新しい IPアドレスまたはホスト名に基づく Cisco ISEノードの証明書があることを確認しま
す。

手順

ステップ 1 新しく複製された Cisco ISE VMを右クリックして、[電源（Power）] > [電源オン（Power On）]の順に選
択します。

ステップ 2 新しく複製された Cisco ISE VMを選択して、[コンソール（Console）]タブをクリックします。

ステップ 3 Cisco ISE CLIで、次のコマンドを入力します。
configure terminal
hostname hostname

hostnameは、設定する新しいホスト名です。Cisco ISEサービスが再起動されます。

ステップ 4 次のコマンドを入力します。
interface gigabit 0
ip address ip_address netmask
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ip_addressは、ステップ 3で入力したホスト名に対応するアドレスであり、netmaskはその ip_addressのサ
ブネットマスクです。システムにより、Cisco ISEサービスを再起動するように求められます。ip address
コマンドおよび hostnameコマンドの詳細については、『Cisco Identity Services Engine CLI Reference Guide』
を参照してください。

ステップ 5 Yを入力して、Cisco ISEサービスを再起動します。

複製された Cisco 仮想マシンのネットワークへの接続
電源を入れ、IPアドレスおよびホスト名を変更したら、ネットワークにCisco ISEノードを接続す
る必要があります。

ステップ 1 新しく複製されたCisco ISE仮想マシン（VM）を右クリックして、[設定の編集（Edit Settings）]をクリッ
クします。

ステップ 2 [仮想マシンのプロパティ（Virtual Machine Properties）]ダイアログボックスで [ネットワークアダプタ
（Network Adapter）]をクリックします。

ステップ 3 [デバイスステータス（Device Status）]領域で、[接続済み（Connected）]チェックボックスおよび [電源
投入時に接続（Connect at power on）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK] をクリックします。

評価環境から実稼働環境への Cisco ISE VM の移行
Cisco ISEリリースを評価した後、評価システムから完全ライセンスを持つ実稼働システムに移行
できます。

はじめる前に

•より多くのユーザをサポートする実稼働環境に VMwareサーバを移動する場合は、Cisco ISE
インストールを必ず推奨される最小ディスクサイズ以上（最大許容サイズは 2 TB）に再設
定してください。
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• 200 GB未満のディスク領域を使用して作成された VMから実稼働 VMにデータを移行する
ことはできないことに注意してください。200GB以上のディスク領域を使用して作成された
VMのデータのみを実稼働環境に移行できます。

ステップ 1 評価版の設定をバックアップする。

ステップ 2 実稼働 VMに必要なディスク領域があることを確認する。

ステップ 3 実稼働の導入ライセンスをインストールする。

ステップ 4 実稼働システムに設定を復元する。
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